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空
港
開
港
100
年
ま
で
あ
と
５
年

千
歳
市
空
港
開
港
９５
年

～
は
じ
め
て
飛
行
機
が
着
陸
し
た
あ
の
日
か
ら
～

《
村
民
た
ち
に
よ
る　
　

　
　
　
　
お
も
て
な
し
》

　

夢
の
語
ら
い
か
ら
10
年
ほ
ど

経
っ
た
大
正
15
年
（
１
９
２
６
年
）

８
月
、
私
鉄
北
海
道
鉄
道
の
札
幌

線
（
苗
穂
＝
沼
ノ
端
）
が
開
通
し
、

千
歳
村
に
駅
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　　　　

間
も
な
く
し
て
、
新
し
く
開
通

し
た
鉄
道
を
利
用
し
て
、
小
樽
新

聞
社（
現
在
の
北
海
道
新
聞
社
）が
、

10
月
に
千
歳
村
で
「
ふ
化
場
見
学

会
」
を
催
す
こ
と
に
な
り
、
千
歳
村

に
昼
食
の
応
援
を
依
頼
し
ま
し
た
。

《
千
歳
に
飛
行
場
を
》

　

明
治
末
期
に
日
本
の
空
を
飛
ぶ

よ
う
に
な
っ
た
飛
行
機
は
、
大
正

初
期
に
は
北
海
道
の
空
で
も
飛
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　

し
か
し
、
当
時
の
人
々
に
と
っ

て
《
飛
行
場
》
の
概
念
は
な
く
、

飛
行
機
は
速
度
が
速
い
だ
け
の
危

険
な
乗
り
物
と
思
わ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

大
正
初
期
の
千
歳
村
は
、
人
口

が
４
千
人
程
度
の
寒
村
で
、
樽
前

山
の
度
重
な
る
噴
火
に
よ
る
火
山

灰
・
火
山
礫
に
覆
わ
れ
、
土
地
は

痩
せ
、
農
業
に
は
適
さ
な
い
地
域

で
し
た
。

　

こ
の
広
大
な
火
山
灰
地
を
な
ん

と
か
利
用
す
る
道
は
な
い
か
と
語

り
合
い
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
い

《
飛
行
場
》
に
で
き
な
い
か
と
夢
を

思
い
描
い
た
３
人
の
村
民
が
い
ま

し
た
。

　
千
歳
村
長
の
山
田
旦
、
千
歳
郵

便
局
長
の
中
川
種
次
郎
（
初
代
名

誉
市
民
）、
千
歳
村
議
会
議
員
の
渡

部
栄
蔵
（
山
三
ふ
じ
や
グ
ル
ー
プ
創

業
者
）
で
す
。（
敬
称
略
）

《
着
陸
場
の
建
設
》

　

飛
行
機
が
興
行
の
対
象
で
あ
っ

た
当
時
、
多
く
の
村
民
が
実
物
の

飛
行
機
を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た

た
め
、
千
歳
村
は
、
上
空
に
飛
行

機
を
飛
ば
す
の
で
あ
れ
ば
、
着
陸

し
て
間
近
で
見
せ
て
ほ
し
い
と
新

聞
社
に
頼
み
ま
し
た
。

　

着
陸
に
適
し
た
土
地
が
な
か
っ

た
た
め
、
は
じ
め
は
断
ら
れ
ま
し

た
が
、
千
歳
村
の
熱
心
な
申
出
に

よ
り
、
新
聞
社
が
着
陸
す
る
場
所

を
探
し
た
と
こ
ろ
、
整
地
す
れ
ば

使
え
る
場
所
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
場
所
こ
そ
、
千
歳
開
拓
の

夢
を
思
い
描
い
た
３
人
が
話
し

合
っ
た
場
所
だ
っ
た
の
で
す
。

　

千
歳
村
で
は
早
速
、
村
民
大
会

を
開
き
、
次
の
ユ
ニ
ー
ク
な
提
案

が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
千
歳
空
港
は
、
年
間
２
４
０
０
万
人
以

上
（
令
和
元
年
実
績
）
が
利
用
す
る
北
海
道

の
空
の
玄
関
口
と
し
て
、
千
歳
の
ま
ち
と
と

も
に
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。　

　

大
正
15
年
、
当
時
の
千
歳
村
民
が
総
出
で

原
野
に
一
本
の
着
陸
場
を
造
り
、
小
樽
新
聞

社
（
現
在
の
北
海
道
新
聞
社
）
所
有
の
「
北
海
」

第
１
号
が
同
年
10
月
22
日
に
着
陸
し
ま
し
た
。

　
千
歳
に
お
け
る
空
港
の
は
じ
ま
り
で
す
。

　

今
月
の
22
日
で
、
先
人
た
ち
の
偉
業
か
ら

95
年
を
迎
え
ま
す
。

　

今
月
の
特
集
で
は
、
あ
と
５
年
に
迫
る
空

港
開
港
１
０
０
年
に
向
け
て
、
空
港
の
は
じ

ま
り
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

千歳にはじめて飛来した飛行機「北海」第１号／小樽新聞社（現　北海道新聞社）社用機／大正 15 年 10 月 22 日飛来

《
当
時
の
着
陸
場
の
位
置
》

　　

着
陸
場
造
成
時
の
記
録
が
少
な

い
た
め
、
95
年
経
っ
た
今
で
も
正
確

な
位
置
は
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

諸
説
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
、

航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
・
西
側
滑

走
路
北
端
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

開業当時の千歳駅

　
「
も
し
札
幌
へ
活
動
写
真
（
映
画
）

を
見
に
行
く
と
す
れ
ば
、
汽
車
料

金
の
往
復
に
昼
食
を
加
え
れ
ば
１

回
３
円
は
か
か
る
。
１
日
の
出
面

費
（
日
当
）
が
１
円
20
銭
と
し
て

２
日
、
１
戸
か
ら
一
人
整
地
作
業

を
し
て
く
れ
れ
ば
珍
し
い
飛
行
機

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
、
着
陸
場

を
造
成
す
る
か
否
か
。」（
※
新
千

歳
市
史
（
上
巻
）
第
４
編
第
４
章

よ
り
抜
粋
）

　

話
し
合
い
の
結
果
、
全
会
一
致

で
村
民
た
ち
自
ら
の
手
で
着
陸
場

を
造
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒
に
な
っ

て
手
に
《
く
わ
》
や
《
す
き
》
を

持
ち
、
村
民
総
出
で
抜
根
と
整
地

を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
わ
ず

か
２
日
間
で
、
長
さ
１
１
０
間
（
約

２
０
０
ｍ
）、幅
60
間（
約
１
１
０
ｍ
）

の
着
陸
場
が
完
成
し
た
の
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
千
歳
村
は
山
ぶ

ど
う
酒
、
馬
れ
い
し
ょ
、
三
平
汁

な
ど
で
《
お
も
て
な
し
》
を
す
る

こ
と
に
し
た
と
こ
ろ
、
新
聞
社
は

感
激
し
、お
礼
と
し
て
、訪
問
当
日
、

汽
車
が
千
歳
駅
に
到
着
す
る
時
間

に
合
わ
せ
て
、
社
が
所
有
す
る
飛

行
機
を
飛
ば
し
、
空
か
ら
宣
伝
ビ
ラ

を
撒
く
と
い
う
提
案
を
し
ま
し
た
。

千

歳

空

港

の

は

じ

ま

り

大正 15 年に造成した
着陸場と思われる位置

旧室蘭街道

※ R02 の乗降客数は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響により減少しています。
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昭和 10 年頃
陸軍飛行隊誘致のため拡張した飛行場

《「
北
海
」第
１
号
の
着
陸
》

　

大
正
15
年
10
月
22
日
、
着
陸
場

に
は
、
飛
行
機
を
見
た
い
と
い
う

千
歳
村
民
の
ほ
か
、
恵
庭
や
北
広

島
、
苫
小
牧
な
ど
か
ら
、
１
万
人

近
い
人
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

当
時
の
千
歳
村
の
人
口
が
約

５
千
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
世

間
の
関
心
が
い
か
に
高
か
っ
た
か

が
伺
え
ま
す
。　

　

午
後
１
時
過
ぎ
、
小
樽
新
聞
社

の
社
用
機
「
北
海
」
第
１
号
（
操

縦
は
、
同
社
航
空
部
の
酒
井
憲
次

郎
飛
行
士
）
は
、
北
西
方
向
か
ら

千
歳
村
へ
飛
来
し
ま
し
た
。
着
陸

場
上
空
で
は
、
観
衆
に
応
え
る
か

の
よ
う
に
旋
回
し
な
が
ら
、
新
聞

社
の
宣
伝
ビ
ラ
を
撒
い
た
後
、
ま

ち
の
方
か
ら
進
入
・
着
陸
し
ま
し
た
。

　

着
陸
し
た
飛
行
機
か
ら
酒
井
飛

行
士
が
降
り
立
ち
、
周
囲
は
見
物

に
訪
れ
た
人
々
の
熱
狂
的
な
歓
喜

の
輪
に
包
ま
れ
ま
し
た
。　

千歳に着陸し大花輪を受け取る酒井憲次郎飛行士

《
空
港
開
港
１
０
０
年
へ
》

　

着
陸
場
を
夢
見
た
先
人
た
ち
に

よ
る
偉
業
が
実
を
結
び
、
千
歳
の

ま
ち
は
、
空
港
の
発
展
と
と
も
に

大
き
く
成
長
し
て
き
ま
し
た
。　

　

私
た
ち
は
、
先
人
の
偉
業
を
地

域
の
誇
り
と
し
て
た
た
え
、
空
港

と
ま
ち
が
育
ん
で
き
た
歴
史
を
未

来
へ
と
つ
な
い
で
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

　
市
民
や
企
業
、
空
港
関
係
者
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
、
５
年
後
に
迎
え

る
空
港
開
港
１
０
０
年
へ
の
思
い
を

寄
せ
な
が
ら
、
千
歳
市
総
出
で
新
千

歳
空
港
を
核
と
し
た
ま
ち
の
発
展
を

さ
ら
に
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

《
空
港
公
園
》

　

航
空
思
想
の
普
及
啓
発
と
空
港
の
歴
史

を
継
承
す
る
公
園
と
し
て
、
平
成
20
年
４

月
、
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
地
区
内

に
「
空
港
公
園
」
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

公
園
中
央
に
は
、
村
民
総
出
で
造
成
し

た
着
陸
場
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
約
４
分
の
１

に
縮
尺
し
た
広
場
を
設
け
、周
囲
に
は
、「
北

海
」
第
１
号
と
酒
井
憲
次
郎
飛
行
士
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
、
村
民
顕
彰
の
碑
が
配
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
空
港
公
園
／
柏
台
南
１
丁
目
５

　
　
　
　
　
　
※
入
園
無
料
・
駐
車
場
有

《
蘇
る
「
北
海
」
第
１
号
》

　
村
民
総
出
の
着
陸
場
造
り
と
い
う
、
千
歳

の
発
展
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
出
来
事
の
象

徴
で
あ
る
「
北
海
」
第
１
号
は
、
平
成
４
年

の
新
千
歳
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
供
用
開
始

を
機
に
、
画
家
の
本
間
武
男
氏
に
よ
り
原
寸

大
模
型
と
し
て
復
元
さ
れ
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ

ル
内
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、「
名
水
ふ
れ
あ
い
公
園
」
内
の

蘭
越
浄
水
場
管
理
棟
１
階
「
水
道
情
報
館
」

に
展
示
し
て
お
り
、
自
由
に
見
学
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
水
道
情
報
館
／
蘭
越
４
番
地

開
園
期
間　
４
月
第
４
土
曜
日
～
11
月
15
日

開
園
時
間　
９
時
～
18
時（
９
月
30
日
ま
で
）

　
　
　
　
　
９
時
～
17
時（
10
月
１
日
か
ら
）

　
　
　
　
　
※
入
園
無
料
・
駐
車
場
有

昭和 26 年頃
民間航空再開時のターミナルビル

昭和 38 年
旧千歳空港ターミナルビル

平成 22 年
国際線ターミナルビル完成後の新千歳空港

　

―
飛
行
機
を
間
近
で
見
た
い
と

い
う
強
い
想
い
か
ら
、
村
民
総
出

の
勤
労
奉
仕
で
造
り
上
げ
た
着
陸

場
―　

こ
と
に
当
た
り
、
一
致
団

結
す
る
千
歳
の
人
々
の
心
意
気
は

「
ス
ピ
リ
ッ
ト
・
オ
ブ
・
チ
ト
セ
」

と
評
価
さ
れ
、
現
代
に
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

千
歳
に
お
け
る
空
港
の
歴
史
は
、

こ
こ
か
ら
は
じ
ま
っ
た
の
で
す
。

千
歳
に
は
じ
め
て
降
り
立
っ
た

「
北
海
」
第
１
号
飛
行
士

酒
井 

憲
次
郎 

氏

昭和７年昭和７年
（1932）（1932）

昭和２年昭和２年
（1927）（1927）

大正15年大正15年
（1926）（1926）

明治36年明治36年
（1903）（1903）

９
月
、
満
州
国
調
印
式
典
写
真
を
大
阪

９
月
、
満
州
国
調
印
式
典
写
真
を
大
阪

に
輸
送
中
、
日
本
海
沖
に
不
時
着
水
し

に
輸
送
中
、
日
本
海
沖
に
不
時
着
水
し

殉
職
。

殉
職
。
2929
歳歳

１
月
、
朝
日
新
聞
社
航
空
部
入
社

１
月
、
朝
日
新
聞
社
航
空
部
入
社

小
樽
新
聞
社
航
空
部
入
社

小
樽
新
聞
社
航
空
部
入
社

1010
月月
2222
日
、
千
歳
村
に
「
北
海
」
第
１

日
、
千
歳
村
に
「
北
海
」
第
１

号
を
操
縦
し
飛
来
（
同
年
末
に
退
社
）

号
を
操
縦
し
飛
来
（
同
年
末
に
退
社
）

７
月
４
日

７
月
４
日

新
潟
県
に
生
ま
れ
る

新
潟
県
に
生
ま
れ
る

《「
北
海
」
第
１
号
に
関
す

る
情
報
を
探
し
て
い
ま
す
》

《
型
式
》
三
菱
式
Ｒ
２・
２

　

海
軍
一
〇
式
二
号
艦
上
偵
察
機

を
民
間
練
習
機
に
改
造
し
た
も
の

《
製
造
》
三
菱
内
燃
機
製
造
社

※
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
へ
ど
ん
な
内

容
で
も
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

《空港の歴史を感じられる場所》

【詳細】
空港政策課
空港調整係
(（24）0467
▢ＦＡＸ （22）8852

昭和 55 年
空港駅連絡歩道橋供用開始時のターミナルビル

令和２年
国際線ターミナルビル拡張後の新千歳空港

《
民
間
航
空
再
開
70
年
》

　

空
港
開
港
95
年
の
今
年
は
、
民

間
航
空
再
開
か
ら
70
年
の
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

は
じ
ま
り
は
、
昭
和
９
年
、
当

時
の
千
歳
村
に
民
間
用
と
し
て
新

千
歳
空
港
の
前
身
で
あ
る
千
歳
飛

行
場
が
開
場
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
14
年
に
海
軍
航
空
隊
の
基

地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
と
千
歳
村

は
大
き
く
成
長
を
続
け
ま
し
た
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
に
参
戦
す
る

と
、
千
歳
飛
行
場
は
北
海
道
の
空

の
基
地
と
し
て
重
要
な
役
割
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
本

が
戦
争
に
敗
れ
る
と
米
軍
が
進
駐

し
、
米
空
軍
戦
闘
機
部
隊
に
使
用

さ
れ
、
し
ば
ら
く
日
本
人
が
触
れ

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昭
和
26
年
の

平
和
条
約
発
効
を
前
に
日
本
の
空

が
日
本
に
戻
る
こ
と
と
な
り
、
丘

珠
と
の
競
願
・
誘
致
合
戦
の
結
果
、

千
歳
に
お
け
る
民
間
航
空
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
新
千
歳
空

港
に
至
る
ま
で
、
何
度
も
姿
を
変

え
、
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

北海道エアポート（株）提供

千
歳
空
港
の

千
歳
空
港
の
う
つ
り
か
わ
り

う
つ
り
か
わ
り

民間航空再開に沸く千歳町民

「北海」第１号原寸大模型（W12m × L8m × H3m）


